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リストを徐々によいものにしていきたいと思います。手元にあるもののリスト

に反映させていない文献もあり、まだ十分なものではありませんが。。。（更

新中です）。また、以下のリストには基本的には含めていませんが、特にチェ

コ系については言語学史の本で言及されることが多いため、言語学史の本を見

ることもお勧めします。
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